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● 医療機関（精神科病院など）

　薬物依存症からの回復には長い時間が必要であり、その中で医療機関が果たす役割は、主に

回復の初期段階に限られています。医療機関では、薬物使用による身体的な障害や精神的な障

害の治療をします。病院という保護的な場所で安静にし、規則正しい食事をし、必要に応じて

投薬治療などを行えば、幻覚や妄想などの症状の大半は改善します。

　こんなとき、周囲の人は、まるで依存症までが完全に治ってしまったかのような錯覚に陥る

ことがあります。けれども、目立っていた精神症状（中毒症状）などが治まったからといって決

して安心はできないのです。頭の中にいったん依存が形成され異常が起きてしまった場合、そ

の後薬物を使わないでい続けたとしても、残念ながら脳は完全に元に戻ることはないといわ

れています。いいかえれば、その人の脳の中には、依然として薬物依存という異変が眠ったま

まの状態で存在しているわけです（図３）。したがって、そのまま放っておくと、また依存に操

られてすぐに薬物を使ってしまい、最悪の状態に戻ってしまう可能性がきわめて高いという

ことを、ご家族や周囲の人はしっかりと心にとめておく必要があります。

参考 : 代表的な薬物依存症専門病院での治療

　ある薬物依存症専門病院では、薬物依存症患者さんの治療を、Ⅰ期治療とⅡ期治療と

いう 2 つの段階に分けて行っています。このうちⅠ期治療では、薬物によってもたら

される中毒性精神病の症状 （幻覚や妄想などのことです） の治療を行うことが目的と

なります。回復の段階でいえば、身体の回復と脳の回復が、そこでの目標となります。多

くの薬物依存症患者さんは、幻覚や妄想をきっかけにして精神科病院を訪れるので、治

療はこのⅠ期治療から開始されるのが通常です。ここでは、投薬を中心とした治療が行

われ、本人が治療に同意しているかどうかは、必ずしも治療の成否に関係がなく、強制

的な入院治療によって行われる場合も少なくありません。こうした治療は、なにも専門

病院にかぎらなくとも、一般の精神科病院でも行うことができます。

　薬物依存症の治療で大切なのはⅡ期治療です。ここでは、薬物依存症そのものが治療

の対象となります。このⅡ期治療のプログラムが用意されていることが、まさに薬物依

存症専門病院の条件といってよいでしょう。具体的には、一定期間、病院内の教育的プ

ログラムに参加し、薬物依存症がどんな障害であって、どのようにすれば回復できる

のかについて勉強したり、ときには病院から DARC に通所したり、NA などの自助グ

ループに参加したりすることもあります。回復の段階でいえば、「心の回復」の最初の

一歩に着手する段階といってよいでしょう。
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　Ⅱ期治療の特徴は、患者さん自らが「この治療を受けたい」と望むことが必要であり、

決して強制的に入院させて行える治療ではないということです。なにしろ、自分に快楽

をもたらし、それを止めることには大変な苦痛を伴う薬物を止め、薬物なしの新しい生

活習慣を築くことが治療目標となるわけです。失敗はあるにしても、七転び八起きの精

神でチャレンジしてみようという気持ちはどうしても必要となってきます。

　多くの家族は、どうしたら本人がこのⅡ期治療を受ける気になってくれるかという

問題で頭を悩ませるものです。そうした悩みにヒントを与えてくれるのが、精神保健福

祉センターの家族教室や薬物依存症者の家族のための自助グループなのです（詳しく

は第 3 章をお読みください）。

● 逮捕、勾留、服役

　依存性薬物の多くは使用自体が犯罪行為ですから、薬物依存症の人は逮捕されたり刑務所

に入ることが多くなります。刑務所は治療機関ではありませんが、刑務所の中では薬物は使え

ませんし、刑務所に入れられることで、自分がやったことの社会的な責任について本人の自覚

が深まることもあります。ご家族にとっては非常にショックなことでしょうが、このような意

味で逮捕、勾留、服役にも利点がないとはいえません。

　けれども、刑務所の中で薬物使用が止まり、「もうこりごりだ」と反省して、「もう二度と薬

物なんか使わない」と心から誓ったとしても、それだけで依存症が治ったとはいえません。実

際に、何年間も刑務所暮らしをした後、やっと出所したと思ったらまたすぐに薬物を使ってし

まう人も少なくないのです。ご家族の方からみると理解しがたいことかもしれませんが、それ

が依存症という障害の恐ろしさでもあります。最近では、刑務所でも薬物に関する指導に力を

入れるようになってきていますが、そもそも、刑務所とは刑罰を行うことを目的とする所で

す。ただし、逮捕や受刑を回復への大切な機会ととらえ、弁護士や関係者と連携をとりながら、

その後の治療へと結びつけることは大切なことです。

● 自助活動

　長く続く回復の道のりは、薬物依存症の人がともに支えあう地域の自助活動（同じ経験をも

つ仲間が相互に助け合うこと）によって支えられています。

　自助活動は大きく二つに分けることができます。ひとつは、仲間同士で共同生活をおくり

ながら、薬物をやめ続けることに成功した人が、今やめられないで困っている人の手助け

をして、ともに薬物を使わない生活を目指していくリハビリテーション施設です。ダルク

（DARC）などがよく知られています。入寮の形態をとっている施設がほとんどですが、中に


